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＜連絡事項＞
・1/17は田名部Ｄｒが14：30まで不在です。
・東病棟のシュレッターは修理不可の為、今後は書類のシュレッター処理は庶務に依頼していく。

・役職者不在の際には、リーダーはモーニングミーティング終了後病床管理の話し合いにも参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・高屋敷　良子様～1/15準夜帯にてMGチューブ自己抜去あり、再挿入の指示あり。再挿入後から経管栄養開始しているが、再度自己抜去あり。
　　　　　　　　　田名部Drへ報告し、13：12から身体拘束開始となる。

・ユニット移動
　藤井　孝蔵様～療養環境変更目的にて東合併症室から東Ｄ17号室へ移動。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。日中は怒りっぽさや過度な飲水要求無く経過しているが、夜間に飲水要求の頻回さと落ち着きの無さ見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。要求時に大声を上げる事はあるが、対面時には穏やかに話す事は出来ている。金銭について「スタッフが食事代をごまかしている」と妄想発言聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。起床後の洗面ケア時に強引に部屋から出る事あり、スタッフ数名にて対応。日中はドア蹴り等なく、開放中の飲水要求もない。目のうつろな様子はあるが、バイタルサイン異常無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。朝食時に幻聴に左右された様子見られ食事をひっくり返し、布団に籠る様子見られるが、開放観察開始後は穏やか。幻聴があった事を振り返る事は出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～身体拘束中。バイタル異常無し。傾眠傾向見られており、ケア時にも開眼する様子はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～経管チューブ自己抜去を繰り返す事から、13：12身体拘束開始となる。拘束開始後はトラブル無く実施している。
・大久保　すい様～入院時から臥床経過しているが、身体状態について自覚無し。歩行による転倒リスク高い事から、14：50身体拘束開始となる。

＜要注目患者情報＞
・下村　慶子様～バイタル異常無し。疼痛の訴えは持続しており、スタッフの存在を認識すると「痛ーい！」「助けてー!」等大声で叫ぶ様子見られている。服薬に対しては「昨日先生が来て、眠れない時の眠剤以外は止めるって言われた」等訴えあり、昨日から主治医指示にてトラムセットのみ中止となった事説明するも、了解悪さあり。主治医から再度服薬について説明行っている。
・寺井　恵利子様～母に足りないものを持ってきてもらおうと思って電話した際に、電話口で怒鳴られたと訴え、自室で泣いている事あり介入。食事・服薬は拒否無く行っている。スタッフ対応は穏やか。
・尾崎　栄子様～夜間放尿や介入時の不穏さ見られているが、日中の不穏さは見られない。ベッド対応する事で、転落の危険性がある為、マットでの対応に変更している。

＜深澤Dr診察情報＞
・坂上　忠三郎様～臨時薬一部変更となり7日分処方となる。
・板橋　愼悦様～点滴同内容で14日分処方となる。オメプラゾール注は中止。
・高橋　紀江様～臨時薬同内容で7日分処方となる。エックスフォージ―錠は
　　　　　　　　6日分処方となり以後定期。
・三浦　光子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・尾崎　栄子様～臨時薬メマリー(5)1T・デジレル(25)1T　1×夕追加となり8日分処方
　　　　　　　　となる。
・木村　格治様～フルニトラゼパム(1)1T　1×vds追加となり7日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
　氏    名：大久保　すい様

  生年月日：昭和27年9月22日　66歳

  病    名：統合失調症、右脳挫傷、左頭蓋骨骨折

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟合併症室

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：任意入院

（経緯）

　当院入院中である、H31.1.12　5:30  他患者様が床に撒き散らした水で滑って転倒。呼名反応なく眼球上転。5分後意識が戻り対話可能な状態になる。左側頭部の腫脹と左内耳・左鼻腔からの出血を確認。5：50悪寒・嘔気・嘔吐（3回出血様）あり。点滴開始、左内耳からの出血に対して止血処置行うも止血できず。6:55八戸市立市民病院へ救急搬送し、頭部CT検査にて脳挫傷・脳内出血・頭蓋骨骨折様の所見あり、同日同院へ転院の運びとなっていた。その後、6時間後のCT検査結果では、転倒を繰り返していることから打撲の跡が複数あるが今回の転倒による血腫の増大はなし。今後、慢性硬膜下血腫の可能性は否定できないが、急性期の治療は終了した為転院の依頼があり、本日11：34東病棟合併症室へ任意入院となる。
（備考）
・LTBプラン、リハパン持参
・衣類は家族へ返却予定
・移動は車椅子利用し、独歩は行わないように。転倒注意
・ナースコール使用中
・おやつは売店にて1週間分ずつ購入可
・家族は1/19来院予定
